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マターナル・アタッチメントと母親の養育行動および

1歳児のアタッチメント行動との関連

一積木課題場面における母親の教授行動の観察研究を中心に一

畳　山　里　織

〔論文要旨〕

　本研究の目的は，マターナル・アタッチメントが母親の養育行動および子どものアタッチメント行動

に対して影響力をもつかどうか明らかにすることであった。そのために，第1にマターナル・アタッチ

メントと教授行動および母親の感受性の関連を検討し，第2に教授行動および母親の感受性と子どもの

アタッチメント行動との関連を検討した。1歳児とその母親25組を対象として，課題場面における母子

のやりとりがビデオ観察された。その結果，マターナル・アタッチメントは，「間接教授」と正相関が

認められた。また，「間接教授」が多い母親の子どもほどアタッチメントQ分類法による安定性得点が

高い傾向にあった。次に，課題場面において，子どもの行動が変化したときに母親がどのようなタイミ

ングでいかなる教授行動をとるのかを検討したところ，子どもが積木以外に関心を示したときに，教授

行動を続ける母親の子どもほど安定性得点が低い傾向1にあった。以上の結果から，マターナル・アタッ

チメントは教授行動を介して子どものアタッチメント行動に影響力をもつこと，また，子どもが退屈さ

を示したときの子どもの行動変化に対する母親の敏速な反応や柔軟な対応が子どものアタッチメント行

動に影響することが示唆された。

Key　words：マターナル・アタッチメント，母親の感受性教授行動，子どものアタッチメント行動，

　　　　　アタッチメントQ分類法

1．はじめに

　マターナル・アタッチメントとは，“母親の

わが子に対する情緒的な結びつき”と定義さ

れ1），わが子との近接の喜びやわが子を守りた

いという母親の感情として広く理解されてい

る。先行研究によるとマターナル・アタッチメ

ントの強い母親ほど母子の相互交渉は肯定的な

ものとして経験され，育児を喜びに感じるとい

う1・2）。これまでマターナル・アタッチメント

は母親の養育行動にとって重要な意味をもつと

考えられ疑われることはなかった。一方，母親

の養育行動は子どもの発達に影響することが広

く知られている3）。養育行動とは，母子の相互

作用からおこる母親の行動や態度のことであ

り，子どものアタッチメント行動との関連から

その重要性が指摘されてきた。これらの先行研

究の指摘を考慮すると，マターナル・アタッチ

メントは養育行動を介して子どもの発達に影響

力をもつことが予測される。しかしながら，こ

れまでマターナル・アタッチメントが養育行動

や子どもの発達に影響力をもつのかについて実
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証的なデータによって検討されることはほとん

どなかった。本研究の目的は，マターナル・ア

タッチメントと養育行動および子どものアタッ

チメント行動との関連を検討し，養育行動およ

び子どもの発達に対するマターナル・アタッチ

メントの重要性を明確にすることである。

　佐ee4・　5）は、初妊婦を対象に妊娠初期から生

後18か月まで追跡研究を行った。そこでは妊娠

期のマターナル・アタッチメントが生後1か月

を経由して，生後18か月のマターナル・アタッ

チメントに対して影響力をもつことが示唆され

た。したがって，1歳後半の子どもに対するマ

ターナル・アタッチメントに焦点をあてること

によって，多少のずれはあるが妊娠期から連続

性をもったマターナル・アタッチメントの養育

行動および子どものアタッチメント行動に対す

る影響力を示すことができると考える。

　本研究では，養育行動を行動的側面と母子の

情緒的交流の2つの視点からとらえる。行動的

側面については，教授行動を取り上げる。母子

関係において教授行動とは，母親が子どもにな

すべき行動の目的や方法を説明したり，レク

チュアすること，あるいは，質問や示唆を与え

ることであり，親の養育行動の1つと考えられ

ている6）。1歳後半から2歳にかけて子どもは

言語面での発達や，社会性，運動機能の発達

に伴い，積極的に環境の探索を行うようにな

り，自らの行動に制止や統制を加える大人に対

して，意図的な反抗や強い自己主張を始める7）。

このような子どもの発達に伴い，母親の関心は

しつけに向けられる8）。そして，子どもの基本

的生活習慣の自立にむけ，母親は食事や排泄，

片づけなどの日常場面において子どもに説明や

レクチュアなどの教授を行うようになる9）。先

行研究によると，この時期の母親の教授行動は

子どもの知的発達や認知的発達に影響力をもつ

ことが指摘されている10・11）。したがって，教授

行動はこの時期の母親の養育行動をとらえるう

えで適切な指標といえるだろう。母子の情緒的

交流については母親の感受性を取り上げる。子

どもの信号に対する母親の感受性は，養育行動

の中でも子どものアタッチメント行動に対して

影響力をもつ最も重要な側面であると指摘され

ていることから3），養育行動をとらえるうえで
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重要な指標といえる。

　子どもの発達については，これまで多くの研

究の中で子どものアタッチメント行動が，その

後の子どもの発達に影響力をもつことが指摘さ

れてきた12，　13）。子どものアタッチメント行動は

子どもの発達の指標として有益なものといえる

だろう。

　本研究では，1歳児とその母親を対象として，

第1にマターナル・アタッチメントと教授行動

および母親の感受性の関連を検討し，第2に教

授行動および母親の感受性と子どものアタッチ

メント行動との関連を検討する。

皿．方 法

1．対象者

　愛知県内に在住の母子25組。子どもの平均月

齢19か月12日。男児13名，女児12名。対象児は

すべて第1子である。母親の平均年齢31歳。

2　調査時期

2005年5月～2005年6月。

3．調査手続

　1歳半健診を受診した母親に対して，調査者

が調査依頼用紙を渡して直接説明し，口頭で承

諾の得られた母親の家庭を訪問した。依頼用紙

には研究目的，調査内容，プライバシーの保護

研究協力は任意であること等を明記した。

4．調査内容

　調査の枠組みを表1に示した。

（1）マターナル・アタッチメント

　大日向14）の子どもに対する感情に関する項目

の中から，子どもへの密着化傾向を示す9項目

を用いた。項目について「4．そのとおりである」

から「1．違う」の4段階評定で回答を求めた。

信頼性の検討については，α＝．79であり比較

的高い内的整合性が確認された。また，この9

項目はマターナル・アタッチメントを測定する

代表的な尺度であるMaternal　Attachment　In－

ventory2）との相関係数がr＝．57であり1％水

準で有意な相関が認められている5）。したがっ

て，基準関連妥当性が確認されていると判断し

た。質問紙は家庭訪問した際，母親に手渡しそ
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表1　調査の枠組み

調査内容

マターナル・アタッチメント　子どもに対する感情子どもへの密着化傾向を示す9項目

教授行動 各行動カテゴリー（表2）

養育行動
感受性 Emotional　Availability　Scale

子どもの発達 アタッチメント行動　アタッチメントQ分類法（安定性）

の後郵送にて回収した。

（2）教授行動

　観察者1名が被験者宅を訪問し，家庭での母

子の行動を観察した。マターナル・アタッチメ

ントがどのような状況のいかなる教授行動と関

連するかについて検討するために，自由遊び場

面と課題場面の2場面を設定し，より広い範囲

の日常場面における教授行動の再現に努めた。

自由遊び場面では，観察者が持参した積木を用

いて母親と子どもに自由に遊んでもらい，課題

場面では，3～5個の積木を組み合わせたもの

が写った5枚のカードを用いて，カードに写っ

た形と同じものを作るという内容の課題を実施

してもらった。ビデオ録画を開始する前に，観

察者が持参した積木で5分間母親と子どもに遊

んでもらい，子どもがビデオカメラや観察者を

意識しなくなってから撮影を開始した。ビデオ

録画は前半と後半各5分間の計10分間である。

（3）母親の感受性

　Emotional　Availability　Scale15）の中の感受性

尺度（9段階）を用いた。評定対象場面は自由

遊び場面と課題場面である。信頼性の検討につ

いては，ランダムに選択した6ケースについて，

筆者以外に心理学専攻の大学院生1名が評定を

行い，評定軒間の一i致率を算出した。評定値が

一致した率は．83であった。評定者間で不一致

の値は協議のうえ決定した。

（4）子どものアタッチメント行動

　Waters＆Deane16）によって開発されたア

タッチメントQ分類法の相互翻訳版を用いた。

アタッチメント行動の評定では，まず，子ども

の安全基地行動を中核とするアタッチメントの

種々の側面における90項目について，子どもに

「最も合致する」から「最も合致しない」まで

の9段階に10項目ずつ振り分ける。その結果

安定したアタッチメントを形成している子ども

を想定した標準分類との相関値からアタッチメ

ント行動を評定する。本研究では，標準分類と

今回測定したアタッチメントQ分類法による記

述との相関値から安定性得点を算出した。安定

性得点は相関係数であり，正の値が出れば安定

性が高いと判断される。ビデオ録画終了後　1

時間半から2時間子どもの行動観察を行った。

分析では，最初に90枚のカードの分類を行い，

次に質問紙とビデオ分析を行った。最後にア

タッチメントQ分類法の統計処理をして安定性

得点を算出することで質問紙とビデオ分析のバ

イアスを防いだ。

5．ビデオの分析方法

　ビデオ録画をもとに母子の行動カテゴリーを

設定した。表2の行動カテゴリーは全ビデオ録

画からすべての母子の行動を抽出し，それらの

行動を分類したものである。すべての対象者の

会析時間を揃えるために，10分間のビデオ録画

のうち，前半5分の最初と最後の1分，後半5

分の最後の1分を除去し，自由遊び場面3分と

課題場面4分野分析対象とした。分析対象と

なった7分間を5秒1ユニットとして84ユニッ

トに分割し，1ユニット毎に生じた行動につい

てチェックした。母親の行動はダブルカウント

せず，原則として1ユニットの中で最も主要な

行動1つを評定した。信頼性の検討については，

ランダムに選択した3ケース252ユニットにつ

いて，筆者以外の心理学専攻の大学院生が独立

に評定し，一致率を算出した。母親の行動カテ

ゴリーはκ＝．90，子どもの行動カテゴリーは

κニ．97と満足のできる一致率を得た。不一致

の場合は協議のうえで決定した。

皿．結 果

母親の行動カテゴリーの中で頻度の高かっ
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表2　母親と子どもの行動カテゴリー

カテゴリー 定　　義 内　　容 生起回数

母親

直接教授
命令や指示というやり方で直接的に

関わる

間接教授　子どもの調整役として間接的に関わる

単独実施　単独で課題を実施する

強制

教授なし

　その他

子ども

課題をするように強制する

積木に触れない，子どもを方向づけ

ない

積木遊び以外の子どもの要求に従う

積木遊び　積木で遊ぶ

積木以外　積木以外の遊びをする

自由　課題

場面　場面

課題を実施する，積木を子どもに手渡す，子ど

もの誤りを修正する

ほめる，励ます，手をたたいて喜ぶ，手伝う，

カードを見せる，言語による誘い

子どもに話しかけることはなく一人で積木を行

う，カードを一人で見る

連れ戻す，他のおもちゃを片付ける，カードを

取り上げる

何もせずに子どもの行動を見ている，単なる呼

びかけ，積木とは関係ない行動や発話

積木以外のおもちゃで子どもと遊ぶ

積木で遊ぶ，積木を叩いて音を出す，母親が積

木をしているところを見る

積木以外のおもちゃで遊ぶ，積木をなめている，

積木を投げる，ビデオカメラに興味を示す

89　353

300　525

3　ss

2　ee

484　216

22　44

679　664

221　536

注母親が「カードをめくる」行為は前後の行動を考慮して分類した。

表3　母親と子どもの行動の組み合わせ

母親 子ども
生起回数

自由場面　　課題場面

直接教授

直接教授

間接教授

間接教授

教授なし

教授なし

積木

積木以外

積木

積木以外

積木

積木以外

60

29

273

27

363

121

184

169

374

151

86

130

1．マターナル・アタッチメントと教授行動および

　母親の感受性の関連

　マターナル・アタッチメントと各行動カテゴ

リーおよび母親の感受性の相関係数を表4に示

した。マターナル・アタッチメントは課題場面

の「間接教授一積木」との間に正相関が認めら

れたが，自由遊び場面の各行動カテゴリーや感

受性との間には有意な相関は認められなかっ

た。

た「直接教授」，「間接教授」，「教授なし」につ

いては，子どもが積木をしているか，積木以外

の行動をしているかによってさらに母親の行動

カテゴリーを分類した（表3）。このうち自由

遊び場面の「直接教授一積木」，「直接教授一積

木以外」，「間接教授一積木以外」と課題場面の

「教授なし一積木」は，生起回数が少なかった

ため，これらの行動カテゴリーを除いて後の分

析を行った。

2．子どものアタッチメント行動と教授行動および

　母親の感受性の関連

　子どものアタッチメント行動と各行動カテゴ

リーおよび母親の感受性の相関係数を表5に示

した。安定性は自由遊び場面の「間接教授一積

木」との問に正相関が認められ，課題場面の「直

接教授一積木以外」との間に負の相関，「間接

教授一積木」との問に正相関が認められた。ま

た，安定性と感受性との間には正相関が認めら

れた。
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表4　マターナル・アタッチメントと各行動カテゴリーおよび母親の感受性との相関

自由場面 課題場面

間接教授　　教授なし　教授なし　　直接教授　　直接教授　　間接教授　　間接教授　　教授なし　　感受性

一積木　　一積木　一積木以外　　一積木　一積木以外　一積木　一積木以外一積木以外

マターナル・
　　　　　　　．28
アタッチメント

．21 ．gg ．18 ．33　．50＊＊ ．17 ．18 ．15

’p〈　．05　”p〈　．Ol

表5　子どものアタッチメント行動と各行動カテゴリーおよび母親の感受性との相関

自由場面 課題場面

間接教授　教授なし　教授なし　　直接教授　　直接教授　　間接教授　　間接教授　教授なし

一積木　　一積木　一積木以外　　一積木　一積木以外　一積木　一積木以外一積木以外

感受性

安定性得点 ．44＊＊ ．10 ．18 ．08 ．63＊＊　．46＊＊ ．oo ．15　　　　　．70串＊

’p〈　．05　““p〈　．O1

3、マターナル・アタッチメントと子どものアタッ

　チメント行動の関連

　マターナル・アタッチメントと子どものア

タッチメント行動の相関関係を検討したとこ

ろ，マターナル・アタッチメントと安定性との

間には有意な相関は認められなかった。

4．子どもの行動移行に伴った母親の行動

　4分間の課題場面における子どもの行動を時

系列的に見ると，積木遊びから積木以外の行動

（以下，〈積木→積木以外〉）に移行する場面が

多く見られた。また，子どもの行動移行に伴い

それまで何らかの教授をしていた母親の行動が

「教授なし」昏移行する場面が見られた。ここ

では，マターナル・アタッチメントと子どもの

行動が〈積木→積木以外〉に移行後母親の行

動が「教授なし」へ移行するまでの時間（以下，

行動移行時間）および子どものアタッチメント

行動の関連について検討した。Ainsworthら3）

によると，Bタイプの子どもの母親は相対的に

感受性および1青緒応答性が高く，しかもそれが

一貫しており予測しやすい。そして，こうした

母親の関わりによって子どものアタッチメント

行動は安定したものになるという。「教授なし」

への移行は，母親が子どもの行動変化に気付き，

教授を一旦止め，子どもが何をしたいのか理解

しようとしていることを表していると考える。

Ainsworthら3）の指摘を考慮すると，アタッチ

メント行動が安定している子どもの母親ほど子

どもがく積木→積木以外〉に移行後，行動移行

時間が短いことが予測される。分析対象者は子

どもの行動が全く移行しなかった6組を除く19

組の母子である。1組の母子間において課題場

面中〈積木→積木以外〉が複数あり，それぞれ

の母親の行動移行時間が異なる場合は，より頻

度の高い時間を選択した。19雪中1名の母親は

〈積木→積木以外〉に移行する以前から「教授

なし」で，移行後も「教授なし」であった。こ

の場合の母親の行動は〈積木→積木以外〉に移

行直後「教授なし」としてカウントした。図1

は子どもの行動が〈積木→積木以外〉に移行し

たときの母親の行動移行時間と子どもの安定性

得点の関係を示したものである。安定性得点を
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図1　子どもの行動が〈積木→積木以外〉に移行し

　　たとき母親の行動が「教授なし」へ移行するま

　　での時間（秒）と子どもの安定性得点の関連

　　（n＝19。通常．30以上で安定型のアタッチメ

　　ントを形成していると判断される）
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従属変数母親の行動移行時間を独立変数とす

る単回帰分析を行ったところ，標準偏回帰係数

は一．77と有意な負の関連が示され，重相関係

数の二乗は．60（F（1，17）＝25．1，p＜．01）

と有意であった。一方，母親の行動移行時間を

従属変数マターナル・アタッチメントを独立

変数とする単回帰分析を行ったところ，有意な

関係は認められなかった。

1V，考 察

1．マターナル・アタッチメントと教授行動および

　母親の感受性の関連

　マターナル・アタッチメントの強い母親ほど，

子どもが積木をしているときに間接的な教授を

する傾向があった。子どもにとって1歳後半か

ら2歳の時期は，親からの分離一個体化が急速

に進む，自我発達上重要な時期として位置づけ

られる17）。一方，母親にとってこの時期は，そ

れ以前のように子どもと密着した関係だけでな

く，子どもが自ら巣立っていくように方向付け

ることが重要となる18）。したがって，この時期

の母子関係において，ほめたり，励ますといっ

た間接教授は重要な意味をもつ養育行動の1つ

といえるだろう。本研究によって示されたマ

ターナル・アタッチメントと間接教授の間の有

意な正相関は，母子関係におけるマターナル・

アタッチメントの重要性を示唆するものと考え

る。もちろん，課題場面における教授行動を日

常の養育行動に一般化するには限界があること

は否定できない。しかし，本研究結果は，マター

ナル・アタッチメントと養育行動との関連を示

す基礎的な資料となると考える。マターナル・

アタッチメントが，自由遊び場面ではなく課題

場面の間接教授との問に関連が認められた点に

ついては，子どもを統制する必要のある場面の

教授行動とマターナル・アタッチメントが関連

していることを示唆している。

2，子どものアタッチメント行動と教授行動および

　母親の感受性の関連

　自由遊び場面と課題場面において安定性と

「間接教授一積木」との間に正相関が認められ

た。安定性の高い子どもの母親は，日常場面に

おいて制約の強さに関係なく子どもが何かに集

小児保健研究

中して取り組んでいるとき，子どもの調整役と

してほめたり，励ますといった関わりが多いこ

とがうかがえる。母親の感受性と子どもの安定

性との関連については，Ainsworthら3）の研究

を追試したいくつかの研究において，子ども

のアタッチメント行動に対する母親の感受性の

重要性が指摘された19・　eo）。しかし，それらの研

究は子どもに対する母親の刺激の量に注目した

り，一部の行動指標とアタッチメント・パター

ンとの関連から母親の感受性の重要性を指摘

するものであり，Ainsworthら3）の主張につい

て，部分的な支持に留まっていたといえる。本

研究によって，母親の感受性と安定性との間に

r＝．70と強い相関が認められたことから，「母

親の感受性が子どものアタッチメント行動の質

を予測する」というAinsworthら3）の指摘を支

持する確かな知見が得られたと考える。

3．マターナル・アタッチメントと子どものアタッ

　チメント行動の関連

　マターナル・アタッチメントと子どものア

タッチメント行動との間に直接的な関連は認め

られなかった。しかし，ここまでの結果から，

マターナル・アタッチメントと関連のある「間

接教授一積木」と安定性との間には正の相関が

認められたことから，マターナル・アタッチメ

ントは間接的な教授行動を介して，子どものア

タッチメント行動に影響力をもつことの可能性

が示唆された。ただし，本研究では因果関係の

検討を行っていないため結果の解釈は慎重にな

されるべきである。

4．子どもの行動移行に伴った母親の行動

　子どもの行動が〈積木→積木以外〉に移行し

てから母親の行動移行時間が短いほど子どもの

安定性得点が高い傾向にあることが示された。

これらの結果は，単に子どもが積木以外の行動

をしたときの「教授なし」の効果を示すもので

はなく，子どもの行動変化に母親が気付き，教

授をやめるまでの時聞と子どものアタッチメン

ト行動の関連を示したものである。子どもの関

心が積木以外に向いたとき，子どもへの教授を

長く続ける母親は，母親自身が課題遂行に夢中

になり，子どもの変化に気付くことができな
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い，あるいは，子どもの変化に気付いても課題

を子どもに押し付ける傾向があるといえる。お

そらく，このタイプの母親は日常の子どもとの

やり取りにおいても，子どもの要求を適切に把

握することが困難であり，子どもに対して支配

を続ける傾向があるのではないだろうか。した

がって，そのような母親の関わりが安定性の低

さに影響していると考えられる。逆に，子ども

の行動変化後，すばやく教授をやめた母親は，

日頃から子どもの変化にすばやく反応すると同

時に，子どもの行動を見守り子どもの要求を理

解しようするのではないだろうか。結果として，

そのような母親の関わりが安定性の高さに影響

していると考えられる。

　マターナル・アタッチメントが母親の行動移

行時間に影響していなかった点については，マ

ターナル・アタッチメントが養育行動に重要と

なるという先行研究の指摘を支持するものでは

なかった。

V．まとめと今後の課題

本研究では，マターナル・アタッチメントが，

課題場面という制約の強い場面の母親の間接的

な教授行動を介して，子どものアタッチメント

行動に影響力をもつこと，子どもが積木以外に

関心を示したときの，子どもの要求に対する母

親の敏速な反応や対応が，子どものアタッチメ

ント行動に対して影響力をもつことが示唆され

た。しかし，子どもの変化に対する母親の敏速

な反応や対応に対してマターナル・アタッチメ

ント．は影響力をもたなかった。以上の結果から，

マターナル・アタッチメントは，養育行動全般

に影響するのではなく，一部の養育行動を介し

て子どものアタッチメント行動に間接的な影響

力をもつことの可能性が示唆された。これらの

結果はマターナル・アタッチメントと養育行動

および子どもの発達の関係を詳細かつ実証的に

示した新たな知見といえるだろう。ただし，本

研究の主な結果は，相関関係から得られたもの

であるため，養育行動や子どものアタッチメン

ト行動に対するマターナル・アタッチメントの

予測力を示すことはできなかった。今後，より

大きな母集団によって，本研究結果を再検証す

ることが必要である。
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（Summary）

　　At　first，　we　examined　the　relationship　between

maternal　attactment　（e．g．，　pleasure　in　proximity，

feelings　of　warmth）　and　both　the　mother’s　teach－

ing　（direct　teaching　and　indirect　teaching）　and

maternal　sensitivity　by　the　Emotional　Availability

Scales血this　study。　Secondly，　it　exam辻1ed　the　re－

lationship　between　both　the　mother’s　teachng　and

maternal　sensitivity，　and　infant－mother　attachment

by　the　Attachment　Q－sort．　Participants　were　25

mothers　and　their　infants　．

　　Maternal　attachment　was　found　to　relate　positive－

ly　to　mother’s　‘indirect　teaching’　（e．g．，　praise　and

assistance　behavior）．　The　infants　of　those　moth－

ers　tended　to　have　higher　Q’sort　security　scores．

Children　whose　mothers　continued　teaching　them

after　they　had　lost　interest　in　the　activity　had　lower

Q－sort　security　scores．

　　These　results　indicate　that　maternal　attachment

influenced　the　mother’s　‘indirect　teaching’，　and

血turn　the　latter　affected　the　infant－mother　at－

tachment．　The　results　suggest　that　the　mother’s

PromPt　responsiveness　aga血st　the　change　of　her

ehild’s　behavior　and　flexibility　in　teachng　influence

infant－mother　attachment　when　a　child　begins　to

show　boredom　in　the　play．

（Key　words）

maternal　attachment，，　maternal　sensitivity，　moth－

er’刀@teaching，　infant－mother　attachment，　Q－sort
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